
2023年 ７月1日（土）10:00~17:00

第１部 基調講演 大渕 憲一(東北大学名誉教授)

第２部 シンポジウム

話題提供 森 丈弓(甲南女子大学)

話題提供 和智 妙子(科学警察研究所)

話題提供 藤野 京子(早稲田大学)

指定討論 門本 泉(大正大学)

司 会 須藤 明(文教大学)

会 場 日本女子大学成瀬記念講堂（東京都文京区目白台二丁目8番1号）

本研修会に関するお問合せは hanshin_kensyu@aol.jp まで

定 員 90 名 ※ 定員に達し次第，受付を締め切らせていただきます。

新型コロナウイルス感染拡大状況によってオンライン方式に
変更する場合があります。ハイブリッドにはいたしません。

参加費 2,000円

申 込
お申込みは，日本犯罪心理学会のＨＰから行えます。所定のフォームに必要事項

を入力の上，送信してください。申込期間は4月17日（月）～5月31日（水）です。

本研修会の詳細は，https://www.jacpsy.jp/training/ を御覧ください。

※ 本研修会は，臨床心理士研修ポイントを取得できる対象です。

（日本臨床心理士資格認定協会が認める関連学会での諸活動に該当）

お問合せ

日時

日本犯罪心理学会主催 第５回全国研修会

犯罪心理学研究第1巻第1号が発刊されたのは1963年です。そこには遠藤辰雄、水島恵一、台利夫

といった学会設立当時の錚々たる顔ぶれの先生方が執筆陣として名を連ねています。あれから60年

の月日が経とうとしていますが、犯罪心理学研究はその歴史の中でどのように発展してきたのか、そ

して、私たちの研究は今後どこに向かうべきなのか、一度立ち止まって考える時期に来ているのでは

ないかと思います。昨年の全国研修会で問うたように、犯罪心理学研究やそれに基づく実践は社会に

より開かれ、様々な形で還元されるべきものにしていく必要があります。

そこで、第５回研修会では、犯罪心理学研究の現在地を確認するとともに、今後求められる研究像

を会員のみなさんとともに考える機会にしたいと思います。まず、基調講演の大渕憲一先生（東北大

学名誉教授、本学会の元会長）から、犯罪心理学研究の歴史的展望を御自身が取り組まれてきた研究

も交えてお話していただく予定です。第2部のシンポジウムでは、量的研究、実験研究、質的研究に

それぞれ取り組まれているシンポジストの先生方から研究実践のお話をしていただき、指定討論を経

たうえで、全体でのディスカッションにつなげていきます。犯罪心理学研究の更なる活性化に結びつ

く刺激的な研修会にしたいと考えていますので、皆さまの積極的な参加をお待ちしています。

【注意】ご参加は，本学会の会員に限ります。また、事前のお申込みが必要です。

内容
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